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を構造材として利用するために，規格が無い竹材と「告示第 1083 号 製材の日本農林規格」（以下，
JASと呼ぶ）が適用できない枠組み材について，新たな規格の提案と籠目耐震壁が実用性のある耐震
性能を有していることを明かにしている。本論文で得られた成果を以下に示す。 
まず，竹材の引張特性について，実大の竹材を対象に引張試験を行い，厚さ，節の有無などの違い
を考慮し引張特性を明らかにしている。その結果，外観的指標や機械的指標による等級区分が有用で
あることを示し，それに基づき実用的な品質管理方法としての規格を提案している。 
次に，枠組み材として使用する和歌山県産 80年生スギの中径材から製材された平割材について，
JAS の曲げ試験に準じて平使いにした実大曲げ試験を行い，曲げ特性を明らかにしている。その際，
動的ヤング率と実験で得られた曲げヤング率に強い相関があることより，平割材の動的ヤング率によ
って JAS規格の機械等級区分を利用できることを示し，それに基づいた実用的な品質管理方法を提案
している。 
さらに，籠目ユニットについて面内繰り返しせん断試験を行い，耐震性能を評価している。籠目耐
震壁についても同様の試験を行って耐震性能を確認し，一つの評価方法である壁倍率が実用に供する
ことができることを示している。 
以上のように，本論文は新しい耐震壁の提案と共に，建築構造材料として未利用である竹材とスギ
材中径木の規格を提案し，それらの品質管理を容易なものとしている。その成果は建築構造学の発展
に寄与するところが大きい。よって，本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格を有するもの
と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
